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2005年3月期損益は対前期連結売上高△30億円（△8.3%）、
経常利益△5.5億円（△41.2%）、と大幅に悪化。

　　①不採算案件の発生、②一部事業の損益悪化

　　③金融SIの需要減少 、④製造流通SIの立上り遅れ

2006年3月期の収益改善方針

　　①製造流通SI、JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ向けの収益拡大、

　　②金融SIの新規重点顧客獲得、③損益悪化事業の立直し
　　　　　　　　

中期計画の推進

　　①ﾌﾟﾛｾｽ製造および鉄周辺顧客の開拓とｱｶｳﾝﾄ化

　　②部品組立型製造SIの拡大と基盤ｼｽﾃﾑ事業（IT資産統合　
　　運用ｻｰﾋﾞｽ等）の立ち上げ

　　③ﾊﾟｰﾄﾅｰ戦略推進によるｺｽﾄﾀﾞｳﾝと販路拡大

本日のポイント
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Ⅰ．2005年3月期
　　　決算概況
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2005年3月期の業績（連結：対業績予想） 　
単位：百万円

05/1月　
B

04/11月A

0.6%

200

2.3%

800

-

-

34,500

実績業績予想

対B対A

ｰｰ0.7%1.7%（当期純利益率）

+8.5%△64.4%217610当期純利益

ｰｰ2.4%4.1%（経常利益率）

△0.4%△45.0%7971,450経常利益

ｰｰ2.4%4.1%（営業利益率）

ｰ△45.2%7941,450営業利益

△3.2%△6.2%33,39235,600売上高

差異(%)
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2005年3月期の業績（連結：対前期）

単位：百万円

ｰｰ0.7%1.4%（当期純利益率）

率金額

△ 56.6%△ 283 217500当期純利益

ｰｰ2.4%3.7%（経常利益率）

△ 41.2%△ 560 7971,357経常利益

ｰｰ2.4%3.9%（営業利益率）

△ 43.7%△ 616 7941,410営業利益

ｰｰ15.4%16.1%（売上総利益率）

△ 12.2%△ 717 5,1485,865売上総利益

△ 8.3%△3,033 33,39236,425売上高

増減2005年

3月期

2004年

3月期
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2005年3月期
事業別売上内訳（連結：対前期）

単位：百万円

率金額

△8.3%△ 3,03333,39236,425全社計

△17.0%△ 1,1275,5206,647ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(△13.1%)(△ 2,150)(14,323）(16,473)(うちJFES以外)

(1.8%)(244)(13,549)(13,305)(うちJFES向け)

△6.4%△ 1,90627,87229,778ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

3月期

2004年

3月期
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受注残高の増加（連結）

単位：百万円

率金額

+54.1%+1,6474,6923,045全社計

+13.6%+58492433ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

+60.8%+1,5884,1992,611ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減05/3期末

受注残高

04/3期末

受注残高
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2005年3月期
事業別売上総利益内訳（連結：対前期）

単位：百万円

△12.2%△ 7175,1485,864全社計

率金額

ーー15.4%16.1%（売上総利益率）

ーー25.8%20.6%（売上総利益率）

4.1%561,4221,366ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

ーー13.4%15.1%（売上総利益率）

△17.2%△ 7733,7254,498ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

3月期

2004年

3月期
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2005年3月期　販管費、営業外損益、
特別損益の増減（連結：対前期）

販売費・一般管理費 : △100百万円
　　（04/3：4,454百万円→05/3：4,354百万円）
　　　・販売費：　　　　+101百万円
　　　・一般管理費：△201百万円
　　　　

営業外損益：+56百万円
　　（04/3：△53百万円*1 →05/3：+3百万円）
　　　　*1：ｿﾌﾄｳｪｱ資産廃却損による

特別損益：+103百万円
　　（04/3：△336百万円*2→05/3：△233百万円*3）
　　　　*2：土地建物売却損、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ賠償等
　　　　*3：本社移転費用、商号変更費用等
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2005年3月期経常利益悪化要因の整理

△428金融等売上高減少による売上総利益減少

+333電子帳票、基盤ｼｽﾃﾑ、DBｱﾌﾟﾘ等の売上総利益増加

△189一部プロダクト事業の損益悪化による売上総利益減少

+56営業外収益の改善

△560

+100

△432

金額

合計

販売費・一般管理費の削減

不採算案件の発生による売上総利益減少

内　容

単位：百万円

04/3期1,357百万円→05/3期797百万円（△560百万円）
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　2005年3月期経営指標（連結）

単位:百万円

率金額

△39.6%△ 0.340.510.85経常利益／人

△5.4%△ 1.221.522.7売上高／人

△3.0%△ 481,5551,603従業員数（人）

－－2.9%6.8%ＲＯＥ

－－41.2%41.7%株主資本比率

1.5%27218,19617,904総資本

0.4%267,4867,460株主資本

22.4%5152,8152,300有利子負債

増減05/3期

見込

04/3期

実績
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2005年3月期　販売先業種構成（単体）

49% 19% 11% 9% 6% 6%

44% 23% 12% 8% 7% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

05/3期

04/3期

JFEｽﾁｰ
ﾙ向け

JFEｽﾁｰﾙ以外
の製造・物流

金融 サービス商業

その他
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Ⅱ．2006年3月期
業績見通し
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2006年3月期業績見込み（連結）

単位：百万円

139.6%

139.6%

ー

31.7%

32.2%

ー

14.6%

7.5%

率

3,855

303

ー

253

256

ー

752

2,508

金額

増減

6,6212,766EPS（円/株）

520217当期純利益

2.9%2.4%（経常利益率）

1,050797経常利益

1,050794営業利益

16.4%15.4%（売上総利益率）

5,9005,148売上総利益

35,90033,392売上高

06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上内訳（連結）

単位：百万円

率金額

7.5%2,50835,90033,392全社計

11.4%6306,1505,520ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(34.7%)(4,977)(19,300)(14,323)(うちJFES以外)

(△22.9%)(△ 3,099)(10,450)(13,549)(うちJFES向け)

6.7%1,87829,75027,872ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上総利益内訳（連結）

単位：百万円

14.6%7525,9005,148全社計

率金額

ーー16.4%15.4%（売上総利益率）

ーー27.6%25.8%　（売上総利益率）

19.5%2781,7001,422PBS事業

ーー14.1%13.4%　（売上総利益率）

12.7%4744,2003,725BAS事業

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
販管費、特別損益の増減（連結）

販売費・一般管理費 : +496百万円
　　（ 05/3：4,354百万円→06/3：4,850百万円*1）

　　　*1：業種別営業強化、生産性向上ﾃｰﾏ費用等

特別損益： +233百万円
　　（ 05/3：△233百万円*1→06/3：0百万円）

　　　　*1：事務所移転費用、商号変更費用等
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2006年3月期経常利益改善要因の整理

+278ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ事業の収益改善による売上総利益増加

+150電子帳票、基盤ｼｽﾃﾑ等の売上増による売上総利益の増加

△150新事業立上げｺｽﾄ

△300JFEｽﾁｰﾙ向け売上高減少による売上総利益減少

△3営業外収益

+253

△496

+774

金額

合計

販売費・一般管理費の増加

製造流通向け、金融向け売上高増加による売上総利益の　　　
増加

項　目

単位：百万円

05/3期797百万円→06/3期1,050百万円（+253百万円）
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　2006年3月期見込み経営指標（連結）

単位:百万円

率金額

27.6%0.140.650.51経常利益／人

4.2%0.922.421.5売上高／人

3.2%501,6051,555従業員数（人）

ーー6.8%2.9%ＲＯＥ

ーー42.0%41.2%株主資本比率

1.9%34918,52518,176総資本

4.0%3007,7867,486株主資本

△11.2%△ 3152,5002,815有利子負債

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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売上高の推移

77
109 117 128

132
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229 227
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127 137
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168 150 145 132

126

0

100

200

300

400

96
/3

97
/3

98
/3

99
/3

00
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JFES
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以外

253

306
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356 364
333
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（億円）

（注）‘03/3期以降は連結売上高を記載
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Ⅲ. 重点課題への取組み
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新中期計画（04下～06年度）初年度の総括

③JFEｸﾞﾙｰﾌﾟﾋﾞｼﾞﾈｽ革新への貢献

　　・新統合PJの推進。

　　・グループ会社向けITサポート拡大。

②コスト競争力の強化

　　・①生産性向上、②安価なパートナー活　
　　用、③不採算PJの発生防止を3本柱とす
　　コスト競争力強化策を実行。

①製造流通分野の拡大

　　・金融向けの市場の縮小に備え、製造流
　　　通分野を拡大すべく、体制の整備、資源
　　　投入を行う。

　　・上記方針をより確実にするために、ソ　　
　　　リューション別の営業組織から、顧客業
　　　種別の営業組織に転換。

新中期基本方針
・04/10月ｾｸﾀｰ制導入、05/4月組織改正、営業、ｺﾝｻﾙ
　投入（下期＋10名）、新商品の導入展開（WebPlan、　
　glovia等）を実施。

　　→プロセス系はJFE周辺を中心に具体化しつつあ　
　　　る。組立系はプロダクトをきっかけに見込み客は　
　　　増えるものの、受注拡大には至らず。

・PMO設置（04/10月）、JDCORES推進、パートナー協
　業推進PJ活動を実施。

　　→案件不足もあり、コストダウン目標△4.6億円/年
　　　に対して△2.6億円/年にとどまる。

　　→ 04/9末に不採算案件が発生し、損益が悪化。

・経管系1期は予定どおり完了（04/5）。販生系1期稼動
　に向け活動中。

・グループ企業向けは統合日対応（04/4）を無事完了
するとともに、本格統合（建材、鋼鈑、商事）を推進中。
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来期以降に向けての方針

当面のコア事業は当社にしかない強み（実績）のあるプロセス、鉄周辺外販分野とする。重点分野

新統合ｼｽﾃﾑ終了に伴うスチール向けの売上が減少する中、市場環境は依然として厳
しいが、中期方針の基軸を維持し、中長期的な成長に向けた基盤づくりを行う。

基本方針

中期計画方針を軸にした受注拡大活動の推進（一部軌道修正織りこみ）

・製作ﾌｪｰｽﾞでのﾊﾟｰﾄﾅｰ協業拡大　→　開発ｺｽﾄ競争力強化、開発対応力拡大

・業務連携、M&Aの推進　→　新規顧客獲得、技術ﾉｳﾊｳの補完

パートナー
戦略強化

・自動車、電機関係の部品組立て型産業へのアプローチを進める。　商品開発、要員確
保等を推進し、早期拡大を目指す。

・新規事業（IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽ等）の立ち上げに着手。

新規分野
展開

・上記分野の中堅企業（基幹業務）、大企業（部門業務）に徹底的にアプローチし安定顧
客化。その数を増やし、当社ならではの安定的なコアビジネスへ育成。

・ＪＦＥグループ会社も同じカテゴリーの顧客と位置付けて積極的にアプローチする。　　

・従来からのコア事業である金融ＳＩでは、みずほ系を中心とする主要顧客に加え、新た
な重点顧客獲得を狙う。

・JFEｽﾁｰﾙ向けのﾎﾟｽﾄ新統合ｼｽﾃﾑに向けた提案活動の推進。

コア事業
　拡大　
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顧客業種別営業体制への転換
＜ｻｰﾋﾞｽ・商品別営業体制＞ ＜顧客業種別営業体制（2005.4.1～）＞

EC

ERP

製
造
流
通

ﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸ
ﾄ
系

SI
系

事業所外販

eﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

ＤＢｱﾌﾟﾘ

ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

豊田事業所

西日本SI

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

金融公共

販生

経営管理

ERP

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

金融公共

eﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

ＤＢｱﾌﾟﾘ

ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

事業所外販

豊田事業所

西日本ＳＩ

ＥＣ

Ｗｅｂ・OO

ＳＩ

金融

製
造
流
通

業
種
別
営
業

医療

公共

食品・流通

電力等

ﾌﾟﾛｾｽ製造

電機

自動車

SI
系

ＳＩ

Ｗｅｂ・OO

EC

ERP

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

西日本SI

顧

　
　
客

顧

　
　
客

開発 営業

開発

営業

直
販
又
は
代
理
店

ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪｸ
ﾄ

推
進
部
（PM

O
)

代
理
店

ﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸ
ﾄ系eﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

事業所外販

西日本、豊田

ﾌﾟﾛ
ﾓｰ
ｼｮﾝ

等

豊田事業所

事業所外販

ﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸ
ﾄ系

ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ

ＤＢｱﾌﾟﾘ

eﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

地域
固有
顧客

業種別ｾｸﾀｰとの連携

業種別ｾｸﾀｰとの連携

JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ会社向け

営業企画推進部
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製造流通分野事業拡大ｲﾒｰｼﾞ

A社運用

B社運用

C社運用

D社運用

E社運用

F社運用

JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ向けﾉｳﾊｳ
（中小規模ﾌﾟﾛｾｽ型生産管理）

JFEｽﾁｰﾙﾟ向けﾉｳﾊｳ
（大規模ﾌﾟﾛｾｽ型生産管理）

ｱｶｳﾝﾄ顧客化　→　安定収入源

当社独自アプローチによる顧客開拓
　・独自技術　　・独自営業ﾙｰﾄ

ターゲット顧客①
・中堅非鉄　・加工ﾒｰｶｰ

ターゲット顧客②
・大手ﾌﾟﾛｾｽ型製造、ｴﾈﾙｷﾞｰ（部門）

ターゲット顧客③
・食品ﾒｰｶｰ

人事給与

＜事業拡大プロセス＞

①独自の強みによる新規参入
　　・JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ向け等の実績
　　・新たなｿﾘｭｰｼｮﾝの開発/導入
　　　　　　　　　　　　　↓

②アカウント顧客化（安定収益）
　　　　　　　　　　　　　↓

③社内他案件獲得、同業種横展開

A

社
新
規

B

社
新
規

C

社
新
規

D

社
新
規

E

社
新
規

F

社
新
規

原価・会計

EC/EDI

商品情報DB（食品ﾄﾚｻﾋﾞﾘﾃｨ）

生産計画ｼﾐｭｰｼｮﾝ 「webplan」

「Mercrius」

＜独自の経験・技術に基づくｿﾘｭｰｼｮﾝ＞

＜新たに開発・導入したｿﾘｭｰｼｮﾝ＞

「IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽ」
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JFEｽﾁｰﾙ向けで培った技術

製鉄所生産管理の仕組み製鉄所生産管理の仕組み

国内顧客毎のＳＣＭの仕組み国内顧客毎のＳＣＭの仕組み

海外顧客毎のＳＣＭの仕組み海外顧客毎のＳＣＭの仕組み

経営統合の新仕組み経営統合の新仕組み

この実績を元に、０３／４のＪＦＥスチ
ール発足後は「新統合システム」という
大規模な新たなビジネスモデルを構築中
です。
今後とも弊社は、ＪＦＥスチールのサク
セスロードを経営基盤の一つであるＩＴ
面で支えながら共に歩みつづけます。

ＪＦＥスチール

ＪＦＥシステムズ

ＪＦＥスチールの経営をＩＴ面で下支え

全社販生流一貫の仕組み全社販生流一貫の仕組み

ＪＦＥ版ビジネス
モデルの完成

鉄鋼業界のグロ
ーバルリーダー
シップ確保

弊社は、ＪＦＥスチールと共に歩
みながら、その時々の経営ニーズ
にマッチした経営管理および販生
流分野のさまざまなビジネスモデ
ルを構築し同社の業績向上に寄与
してきました。
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IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽの概要

POWERFAULTDATAALARM

COL-ACT-STA-12345678910111HS1HS2OK1OK2P CONSOL

〔管理対象機器〕

障害監視システム(子)

性能監視システム(子)

・ヘルプデスク
構成管理システム

顧客サイト

ＰＣ端末

チケット管理

ヘルプデスクシステム

障害監視システム(親)

性能監視システム(親)

中央サイト（iDC）

構成管理システム

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ（ＮＯＣ） ｻｲﾄ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（ＳＥＣ）

ＰＣ端末

・ヘルプデスク
・構成管理システム

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃｸﾆｶﾙ･ｾﾝﾀｰ（ＴＥＣ）

ＰＣ端末

ヘルプデスク
・構成管理システム

CMDB

ネットワークヘルプデスク
ネットワークシステムに関わる障害・問い
合せ・申請・広報等

障害管理
ネットワークシステムの障害監視、障害発
生時の通知、切り分け・対処・復旧

性能管理
ネットワークシステムの性能監視、異常時
の通知、切り分け・対処・復旧

構成管理
ネットワークの構成情報（配線・機器）一
元管理

設定管理
ネットワーク機器の設定情報を世代単位
に保管

＜サービスメニュー＞ ＜システム構成＞

ｻｰﾋﾞｽ開始：2005年4月　「高品質なネットワーク運用サービスを適正価格で代行」
特徴　：①鉄での365日２４h連続運用のﾉｳﾊｳの活用、②有力NW機器ﾍﾞﾝﾀﾞとの連携　　　　　　　　
　　　　　　③SLAに基づく高品質なｻｰﾋﾞｽの提供

セキュリティ管理
ネットワークのセキュリティアセスメント、
改善。不正アクセス監視
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生産計画ソリューション

■世界最速（*１）APSエンジン
■100％メモリレジデンス
■シングルデータモデル
■複数拠点情報をひとつの
　 モデルに集約し可視化

■複数シナリオの同時実行と
　 シナリオ比較

豊富な実績（抜粋）
■電機電子：Philips、Lucent Technology、XEROX、
　　　　　　　　 SOLECTRON、SCI、Jabil Circuit他
■産業機械：Caterpillar、Komatsu America、John Deere、
　　　　　　　　 住友電装ヨーロッパ　他多数

豊富な実績（抜粋）
■電機電子：Philips、Lucent Technology、XEROX、
　　　　　　　　 SOLECTRON、SCI、Jabil Circuit他
■産業機械：Caterpillar、Komatsu America、John Deere、
　　　　　　　　 住友電装ヨーロッパ　他多数

次世代SCPソリューション“webplan”

ERP、レガシー、MES、PLM・・・

（*１）システムの実行スピードは、システム環境や設定、ハードウェア仕様により異なります。
＊このサイトに記載されている社名・商品名は各社の商標または登録商標です。
　 製品内容や構成については、予告なく変更する場合があります。

アダプタ

シナリオ1

シナリオ2

シナリオ3 シナリオ・・

計画変更
対応分析

供給調整

納期確定

オーダ変更
分析

比較

設計変更
分析

・・・

従来のSCPツールでは、複雑な最適化とモデルは導入が難しく、ま
た自動最適の結果は人間系のアクションとギャップがあり、理由の解
析や人手修正に時間を取られていました。

比較
比較

インターネット
サプライヤ/顧客/販社
コラボレーション

適用事例（既にSCPソフトを導入済みの電気メーカ様）
顧客の需要状況が刻々と変化する製品の需給調整に、人間系で調
整して柔軟に結果がだせるwebplanを導入。シュミレーションに時間が
かかりすぎ、機動力のある解決策がだしにくかった従来のSCPソフトの弱
点を補うことに成功しました。

適用事例（既にSCPソフトを導入済みの電気メーカ様）
顧客の需要状況が刻々と変化する製品の需給調整に、人間系で調
整して柔軟に結果がだせるwebplanを導入。シュミレーションに時間が
かかりすぎ、機動力のある解決策がだしにくかった従来のSCPソフトの弱
点を補うことに成功しました。

■需要変動、資材供給変動、設計変更、オーダ変更など、
　 いろいろな変動がサプライチェーン全体に及ぼす影響を、
　 さまざまな角度から分析／シミュレーションします。
■高速エンジンにより瞬時に結果を確認。さらに複数の
　 シナリオを瞬時に比較することも可能。人間系の迅速な
　 意思決定を支援します。
■納期達成率と精度の向上など顧客満足度をUP!!

webplan
RapidResponse
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商品情報統合DBソリューション　
「Mercrius」は、企業の部門毎に分散している商品データを統合的に
管理し、戦略的に活用するための商品管理システムです

「Mercrius」は、企業の部門毎に分散している商品データを統合的に
管理し、戦略的に活用するための商品管理システムです

商品情報だけでなく、原料、
包材などの商品を構成する
資材情報まで管理し、ユー
ザの目的に合わせた商品情
報統合環境の提供する。

商品情報だけでなく、原料、
包材などの商品を構成する
資材情報まで管理し、ユー
ザの目的に合わせた商品情
報統合環境の提供する。

Mercrius

原料規格書入力

原料メーカー
FDBなど

インターネット

製品マスタ

商品統合DB管理システム

基幹系システム

業界DB（FDBなど）

データ連携

原料DB原料DB

原料DB管理システム

※原料、アレルギー、コンタミなど

データ抽出
※商品コード、JANコード、価格など

・品質管理部
・研究所
・購買部
・工場

原料規格書承認
ワークフロー

原料情報検索

・品質管理部
・研究所
・商品部

配合情報チェック

商品情報チェック

原料表示チェック

・商品部
・工場

安全検証管理

商品仕様書・
商品カルテ管理

得意先提出用
商品仕様書 得意先提出用

商品カルテ

得意先（卸・小売）

Eメールなど

・全社
※商品情報入力は
本社・研究所・工場

商品情報入力

新商品・終売
情報リストなど

商品統合DB
データ連携

商品検索・
商品照会

配合DB

配合DB

データ連携

Mercriusソリューション　御提案雛型（概要図）食品業界の事例
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JFEｸﾞﾙｰﾌﾟ会社向け事業方針

＜主要グループ会社向け課題＞

04年度に統合した大手ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社（物流、鋼鈑、ミネラル、メカニカル、鋼材）はいずれもシステ
　ムの本格統合の検討が05年度に開始される。

旧NKKのグループ会社も含め、これまで取引の少なかった会社にアプローチし、裾野拡大に取
　り組む。顧客への積極的な営業と提案ができる体制を構築する。

営業、開発は一般外販の部門と連携して臨む。中堅顧客分野の技術ﾉｳﾊｳの習得に加え、安定
　的かつ効率的に収益を生むﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ構築を行い、プロセス製造をはじめとする一般外販事　
　業へ波及させる。

・ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞの推進JFEﾒｶﾆｶﾙ

課　題会社名

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ共通ｼｽﾃﾑ　　　　

・統合ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ等

・ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞへの移行JFEｹﾐｶﾙ

共通課題

・本社ｼｽﾃﾑﾘﾌﾚｯｼｭの推進JFE鋼鈑

・新統合ｼｽﾃﾑのｽﾑｰｽﾞな本番JFE建材

・全社ｼｽﾃﾑの一次立ち上げ川崎ﾏｲｸﾛ

・本格統合ｼｽﾃﾑ開発の推進JFE物流

・次世代ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ体制の構築JFE商事

・中堅向けにﾛｰｺｽﾄでｼｽﾃﾑを提供
・効率的な営業により間接費を圧縮
・安定的なﾍﾞｰｽﾛｰﾄﾞ収入
・大規模ﾘﾌﾚｯｼｭ案件も獲得

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社向けｼｽﾃﾑの特徴
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JFEスチール向け事業方針

新統合ｼｽﾃﾑが2005年5月より順次稼動予定。これにより、スチール向けの業務は減少するが、
　スチール向けの開発部門に、一部外販向けの開発センターの機能も持たせるべく、外注を含め
　た要員体制を維持する。

新統合ｼｽﾃﾑを通じて培った技術、ノウハウを整理、蓄積し、外販展開への活用をはかる。
　（ﾌﾟﾛｾｽ型生産管理業務ﾉｳﾊｳ、JAVA運用ｼｽﾃﾑ、情報基盤の効率的な設計等）

ポスト新統合への貢献を果たすべく、ニーズ把握、提案活動を推進する。
　　～「JFEビジネスモデル」の完成に向けた活動と外販への横展開を目指して～
　　　　　

◆新統合システム
　　2期スコープ

◆販生流技術部会等
の活動

◆製鉄所の生産管理ｼｽﾃﾑ
　　　　　検討活動

＜ポスト新統合に関する動き＞

ﾎﾟｽﾄ新統合ﾃｰﾏ、ﾆｰｽﾞ
の　具体化
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参考データ（単体指標）
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2005年3月期の業績（単体：対見込） 　
単位：百万円

05/1月　B04/11月A

0.5%

160

1.8%

530

ー

ー

30,100

実績業績予想

対B対A

ーー0.6%1.9%（当期純利益率）

6.3%△71.7%170600当期純利益

ーー1.9%4.2%（経常利益率）

5.8%△57.5%5611,320経常利益

ーー1.9%4.2%（営業利益率）

ー△57.4%5541,300営業利益

△3.6%△7.0%29,02131,200売上高

差異(%)
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2005年3月期の業績（単体：対前期）

単位：百万円

ーー0.6%1.5%（当期純利益率）

率金額

△63.0%△ 289170459当期純利益

ーー1.9%3.4%（経常利益率）

△46.4%△ 4855611,046経常利益

ーー1.9%3.5%（営業利益率）

△49.0%△ 5325541,086営業利益

ーー14.3%14.9%（売上総利益率）

△11.2%△ 5224,1404,662売上総利益

△7.0%△ 2,16829,02131,189売上高

増減2005年

3月期

2004年

3月期
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2005年3月期
事業別売上内訳（単体：対前期）

単位：百万円

率金額

△7.0%△ 2,16829,02131,189全社計

△15.8%△ 1,0395,5376,576ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(△12.0%)(△1,436)(10,487)(11,923)(うちJFES以外)

(2.4%)(307)(12,997)(12,690)(うちJFES向け)

△4.6%△ 1,12923,48424,613ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

3月期

2004年

3月期
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2005年3月期
事業別売上総利益内訳（単体：対前期）

単位：百万円

△11.2%△ 5214,1404,661全社計

率金額

14.3%14.9%（売上総利益率）

23.1%19.5%（売上総利益率）

△0.5%△ 61,2781,285ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

12.2%13.7%（売上総利益率）

△15.3%△ 5152,8613,376ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

3月期

2004年

3月期
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2005年3月期　販管費、営業外損益、
特別損益の増減（単体：対前期）

販売費・一般管理費 : +10百万円
　　（04/3：3,575百万円→05/3：3,585百万円）
　　・販売費：　　　+102百万円
　　・一般管理費：△92百万円

営業外損益：+45百万円
　　（04/3：△39百万円→05/3：+6百万円）

特別損益：+49百万円
　　（04/3：△228百万円*1→05/3：△178百万円*2）
　　　　　*1：土地建物売却損、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ賠償等
　　　　　*2：本社移転費用、商号変更費用等
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　2005年3月期経営指標（単体）

単位:百万円

率金額

△44.3%△ 0.340.420.76経常利益／人

△3.2%△ 0.721.922.6売上高／人

△3.7%△ 511,3261,377従業員数（人）

ーー2.3%6.3%ＲＯＥ

ーー45.8%46.1%株主資本比率

0.4%6016,08516,025総資本

△0.2%△ 177,3747,391株主資本

18.0%4152,7152,300有利子負債

増減05/3期

実績

04/3期

実績
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2006年3月期業績見込み（単体）

単位：百万円

182.4%

182.4%

ー

53.3%

53.4%

ー

18.4%

6.1%

率

3,942

310

ー

299

296

ー

760

1,779

金額

増減

6,1122,169EPS（円/株）

480170当期純利益

2.8%1.9%（経常利益率）

860561経常利益

850554営業利益

15.9%14.3%（売上総利益率）

4,9004,140売上総利益

30,80029,021売上高

06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上内訳（単体）

単位：百万円

率金額

6.1%1,77930,80029,021全社計

11.1%6136,1505,537ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(40.7%)(4,263)(14,750)(10,487)(うちJFES以外)

(△23.8%)(△3,097)(9,900)(12,997)(うちJFES向け)

5.0%1,16624,65023,484ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上総利益内訳（単体）

単位：百万円

18.4%7604,9004,140全社計

率金額

ーー15.9%14.3%（売上総利益率）

ーー25.2%23.1%　（売上総利益率）

21.2%2711,5501,278PBS事業

ーー13.6%12.2%　（売上総利益率）

17.1%4893,3502,861BAS事業

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
販管費、特別損益の増減（単体）

販売費・一般管理費 : +465百万円
　　（ 05/3：3,585百万円→06/3：4,050百万円*1）

　　　　*1： 営業要員増強、生産性向上ﾃｰﾏ費用等

特別損益： +178百万円
　　（ 05/3：△178百万円*2 →06/3：0百万円）

　　　　*2：事務所移転費用、商号変更費用等
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　2006年3月期見込み経営指標（単体）

単位:百万円

率金額

53.3%0.230.650.42経常利益／人

6.3%1.423.321.9売上高／人

0.0%01,3261,326従業員数（人）

－－6.4%2.3%ＲＯＥ

－－45.7%45.8%株主資本比率

3.8%61716,70216,085総資本

3.6%2667,6407,374株主資本

△7.9%△ 2152,5002,715有利子負債

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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連結子会社ＫＩＴｼｽﾃﾑｽﾞの業績

単位：百万円

△5

△63

△52

722

C-B

135

293

282

6,818

2005年

3月期

B
B-A

22

△50

△61

△550

2006年

3月期

（予想）C

130113当期純利益

230343経常利益

230343営業利益

7,5407,368売上高

増減2004年

3月期

A

＜会社概要＞
　・資本金：2億円　　　・設立：1986年10月　　・株主：当社67.5%、JFE商事32.5%　　

　・社長：坂倉彰一　（会長：岩橋　誠）　　 ・従業員数229名（2005年3月末）

　・事業内容：情報ｼｽﾃﾑ開発/運用、情報通信機器販売/付帯ｻｰﾋﾞｽ

＜業績＞

・2004年3月期はJFEｽﾁｰﾙ向けの機器販売やJFE商事向けのｼｽﾃﾑ開発業務が増加。

・2005年3月期は機器販売の減少により、売上高、利益とも減少。

・2006年3月期は一般顧客およびｸﾞﾙｰﾌﾟ会社向けでの当社との連携強化による売上増加を見込む。
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JFEシステムズ株式会社

ご静聴ありがとうございました。

（ご注意）
本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確

定な要因を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要因
により、見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願
います。


